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単位認定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
領域演習科⽬は、総合的・実証的な研究・教育を⽬指して、インターネットシステム【nfu.jp】 上での学習と４回の
スクーリング授業との両⽴を併⽤して⾏われます。３つの領域（福祉政策・福祉臨床・地域福祉）を設け、それぞれ
が３つの学習パ―トで編成されます。 
 
 ▼第１学習パート：研究の基礎について学ぶ。 
 ▼第２学習パート：領域独⾃の課題に基づいた共同討議を⾏う。 
 ▼第３学習パート：ケースメソッド演習を導⼊し、集団運営に 

必要な相互理解の視点や多⾓的な問題分析 
能⼒等を養う。 
 

 ・インターネット上での共同討議への参加 
・レポート提出（計３回） 
・スクーリング授業への参加（計４回） 

 

  

福祉政策領域  福祉臨床領域 地域福祉領域 
社会福祉の理論と政策  福祉実践の理論と⽅法 地域福祉の計画とマネジメント 

 
（例⽰） 
●中央政府及び地⽅⾃治体の保健・医

療・福祉政策・制度の開発研究 
●複雑化する福祉問題と家族政策に関

する研究 
●住⺠の参加と協働による福祉社会形

成に関する研究 

 
 
（例⽰） 
●臨床を重視したソーシャルワークの

⽅法と技術に関する研究 
●福祉問題、個⼈・家族へのアプローチ

⼿法、援助技術の研究 
●臨床現場の援助技術プログラムの開

発と⼈材養成⽅法の研究 

 （例⽰） 
●家族・地域社会の創⽣をめぐる地域福

祉の政策と実践研究 
●福祉コミュニティ、居住福祉の醸成を

めざした地域福祉開発研究 
●地域福祉を担う NPO 等機関のマネジ

メント⽅法、⼈材養成⽅法の研究 

領域演習科⽬【通年開講：１年次選択必修科⽬】

領域演習科目は、総合的・実証的な研究・教育を目指してインターネッ
トシステム【nfu.jp】 上での学習と 4 回のスクーリング授業との両立
を併用して行われます。
3 つの領域（福祉政策・福祉臨床・地域福祉）を設け、それぞれが 3
つの学習パ―トで編成されます。

・インターネット上での共同討議への参加
・レポート提出（計 3 回）
・スクーリング授業への参加（計 4 回）

単位認定

福祉政策領域
社会福祉の理論と政策

（例示）
●中央政府及び地方自治体の保健・医

療・福祉政策・制度の開発研究
●複雑化する福祉問題と家族政策に関

する研究
●住民の参加と協働による福祉社会形

成に関する研究

福祉臨床領域
福祉実践の理論と方法

（例示）
●臨床を重視したソーシャルワークの

方法と技術に関する研究
●福祉問題、個人・家族へのアプロー

チ手法、援助技術の研究
●臨床現場の援助技術プログラムの開

発と人材養成方法の研究

地域福祉領域
地域福祉の計画とマネジメント

（例示）
●家族・地域社会の創生をめぐる地域福

祉の政策と実践研究
●福祉コミュニティ、居住福祉の醸成を

めざした地域福祉開発研究
●地域福祉を担う NPO 等機関のマネジ

メント方法、人材養成方法の研究

2年次2年次2年次2年次2年次2年次2年次2年次2年次2年次2年次2年次
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特講科⽬（インターネット講義：選択科⽬）には社会福祉、保
健、医療等に係る幅広い領域の科⽬および研究⽅法の基礎に関
わる科⽬を配置し、学びを深めると共に諸課題を理解し、解決
に向けて専⾨知識を応⽤発展させる能⼒の開発を⽬指していま
す。 
●学習システム 
特講科⽬の講義は、本学が独⾃に開発したポータルサイト
【nfu.jp】を 
活⽤し、前期または後期のうちいずれか半期で開講しています。 
出題→考察→投稿・討議→コメントという１週間の学習サイク
ルを１講として１科⽬ 15 講で講義が⾏われ、中間期と期末にレ
ポート課題が課されます。講義への参加状況とレポート評価を
総合して成績評価します。 
なお、必要に応じてオンデマンド形式の講義も導⼊しています。 
●集中講義 

  インターネットで学習科⽬以外にも名古屋キャンパスで週末開
講（集中講義形式）の授業も選択科⽬として開講し、対⾯授業
での学習の機会も設けています。 

 
 

 
  

特講科⽬【半期開講：選択科⽬】

出題

考察
投稿
討議

コメント

担当教員から 

週毎の討議課題が 

提示される。 

担当教員から 

投稿内容に対する 

コメント(総括・個別)が 

投稿される。 

テキストや文献をもとに 

考察し、投稿内容を検討 

期限内に自分の見解を投稿。 

必要に応じて、院生同士で 

相互にディスカッションする 

教員 

院生 

教員から 
コメント

院⽣ B の考察

院⽣同⼠の討論

院⽣ A の考察

院⽣ C の考察

教員から出題

▼第1学習パート：研究の基礎について学ぶ。
▼第2学習パート：領域独自の課題に基づいた共同討議を行う。
▼第3学習パート：ケースメソッド演習を導入し、集団運営に必要な
　　　　　　　　　相互理解の視点や多角的な問題分析能力等を養う。

領域演習科目【通年開講：1年次選択必修科目】


